
学校法人宮崎総合学院　宮崎こども・医療専門学校

科目コード KOIC 0071

履修区分

実習 開講学年 学期

黒木朋子 実務経験 単位数

回 授業外学習時間

1 60分

2～6 30分

7～10 30分

11～20 60分

21～30 60分

31～40 60分

41～50 60分

51～55 60分

56～60 60分

61～65 120分

66～70 実習日誌　観察記録 60分

71～75 実習日誌　反省・感想 60分

76～78 実習日誌　今後の課題 60分

79 保育士としての自己課題の明確化 90分

80 反省会 60分

教科書 参考書
知りたいときにすぐわかる　幼稚園・保育所・児童福祉実習ガイド（新訂）　石橋裕子・林幸範編著　同文書院
これまでに学習で使用したテキスト等

実習日誌の振り返り

実習日誌の振り返り

指導を受けた内容のまとめ

評価方法
➀実習日誌・事後レポートなどの提出物50％

②実習園の評価30％　

　

実習日誌の振り返り

施設保育士の業務内容　援助・配慮 １日を振り返り日誌をまとめる

施設保育士の業務内容　参加 １日を振り返り日誌をまとめる

施設保育士の技術・態度の習得 １日を振り返り日誌をまとめる

福祉施設での多様な専門職との連携 １日を振り返り日誌をまとめる

部分実習
手遊び、歌遊び、絵本の読み聞かせ練習など、状
況によっては指導案作成

実習日誌の振り返りと改善

子どもや障がい者の理解 関連テキスト、プリントの復習

子どもや障がい者と家庭支援の理解 １日を振り返り日誌をまとめる

福祉施設での養護内容と方法の理解 １日を振り返り日誌をまとめる

授業計画・内容 授業外学習の内容

オリエンテーション 実習に向けた準備

施設における1日の流れと生活 関連テキスト、プリントの復習

授業の概要
保育実習Ⅲは、児童福祉施設(保育所以外)、その他の社会福祉施設での養護についての専門的な理解と技術を学び、児童
家庭福祉及び社会的養護、障害者福祉に対する理解のもとに、保護者支援、家庭支援、障害児支援のための知識、技術、判
断力を養う。

授業科目名 保育実習Ⅲ

学科・コース名 こども未来科 選択必修

授業形態 3年次 前期

担当教員 有 2 単位

授業の
目的・目標

保育実習Ⅲは、既習の教科や保育実習Ⅰでの実践を通して学んだ技術と理論を基盤として、保育士として必要な資質、能力、技術を習得す
ることを目的としている。さらに家庭と地域の生活実態にふれ、子育てを支援するために必要とされる能力と、子ども家庭福祉、社会的養護、
障害児支援に対する理解力、判断力を養い、福祉の視点を持った保育士養成を目標としている。


